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1 医療・介護現場のハラスメントの変容

かつての医療・介護現場のハラスメントは暴言・威嚇・取っ組み合いなど明示的なものが中心だった。しかし現在は「何も言わない」
「無言の圧力」「立場から来る見えない重圧」という形に変容している。

特に病院職員（ドクター・MSW）と地域のケアマネ・介護職が話し合う場面では、地域側が一歩引いた返答しかできず、踏み込んだ

対話ができない。これは個人対個人の問題ではなく、組織対組織という構造的な問題が背景にある。

2 共通目標と各職種の役割

職種を超えた共通目標は「患者さん・利用者さんの安全と生活の質の向上」。職種に上下はなく、それぞれが異なる専門性で同じ目標

を支えている。

医師・病院

治療の専門家。診断・処置・入退院の判断
を担う

ケアマネ・介護職

生活支援・社会支援調整の専門家。在宅生
活を支える

MSW

医療と生活の橋渡し役。両者をつなぐ調整
を担う

互いの専門性を尊重し合うことが、健全なコミュニケーションの基盤となる。

3 現場でよく起きるハラスメント的摩擦の事例

事例① 急な退院調整

病院の満床時に「今日中に退院調整を」と
いう依頼が来る。準備期間が確保されない
在宅側には強い心理的圧力となり、それが
繰り返されるとハラスメントとして受け取
られる。
→ どちらも悪くない。構造的な問題。

事例② 本人と家族の意向の乖離

本人と家族の希望が食い違い、情報がタイ
ムリーに共有されないまま治療が進み、後
で大きなトラブルに発展することがある。
言いにくいという配慮が逆に問題を大きく
する。

事例③ 無自覚な言葉の影響

医師の言い方が圧力になっていても、本人
は気づいていないことが多い。「ハラスメ
ントです」より「もう少し優しく言っても
らえませんか」と伝える方が関係改善につ
ながる。
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4 ハラスメントがもたらす悪影響

個人への影響

信頼関係の損失・情報共有の質の低下（言ったら怒られるから言わ
ない）・患者へのケア品質の低下

組織への影響

個人の困りごとを組織が守らない→違和感の蓄積→重大問題の発
生。機会損失も非常に大きい

ハラスメントは個人の問題ではなく、組織として対応すべき課題。法令（ハラスメント防止法）に基づき、全員に均等に適用されるル

ールとして理解することが重要。

5 明石医療センターからの実践的ヒント（急な退院依頼への対処）

ヒント①

病院の繁忙期を先読みする

保健所の感染症発生情報（毎週木曜更新）が
注意報レベルを超えたとき、または気象協会
の2週間予報で30度超が続くときが繁忙期の
サイン。担当利用者が入院中ならば急な依頼
に備えて準備を始める。

ヒント②

クリニカルパスを確認する

入院時にMSWへ「クリニカルパスは適用され
ていますか？」と聞く。適用されていれば治
療スケジュールから退院時期が予測できる。
事前に家族・受け入れ側の調整ができる。

ヒント③

🔒 受講者の方限定情報

当日ご参加いただいた方のみへの情報提供と
なります。

講師総括メッセージ

CLOSING MESSAGE

「ハラスメントの防止は特別な取り組みではなく、日常の連携の姿勢を高める延長線上にある。それぞれの立場の違いを
理解し、敬意を持って対話することで、患者さん中心の医療介護が実現できる。垣根のない人間関係と、リアルタイムな
情報共有の仕組みをつくることが、次のステップ。」

質疑応答より

Q. 明石医療センターならではの苦労は？

「公立病院だから税金でやっているのに」と感情的に怒られることが多い。冷静に「医療サービスは均一だが限界もある」と建設的に伝
えることで、多くの方は理解してくれる。感情的にならず事実をもとに話すことの重要性を改めて実感している。
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